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１．はじめに

波田野・朴杞璿・山田の３名は、現在、県立新潟女子短期大学国際教養学科の韓国語コースで行なっている教育課程を整理して可視化することにした。その目的は3つある。

第１は、これまで韓国語コースで行なってきた教育の内容と水準およびコースで培ってきた理念の継承と発展である。3名のうち、朴杞璿は今年度４月の赴任、山田は10月から年度途中に赴任してきたばかりという条件下で、この作業の必要性について3名の意見が一致したのである。

目的の第２は、各教員が行なう授業の内容と進度を系統立てて示すことで授業運営の助けとすることだ。機関における語学教育においては教員の緊密な連携が必要とされる。各教員がコース全体の中における自分の授業の位置づけを意識しつつ、他の教員の進度を熟知して授業を行なうことは、当然必要な作業である。

目的の第3として、近い将来に行なわれる4年制大学変換のための韓国語教育課程作成に役立てたいという思いがある。後述するように、本学は早ければ５年後に4年制大学として生まれ変わることになっている。あらたなカリキュラム編成の資料として、これまでの過程を整理しておくことは未来の4年制大学における韓国語教育を考える上で助けとなるであろう。

本稿では、まず本学と国際教養学科の教育現状を紹介してから、韓国語コースとは何か、そこで学生たちは何を目的として、どのような教育課程で韓国語を学んでいるかを確認し、最後に学習到達度のめやすである検定試験について簡単に述べたい。

２．国際教養学科

　県立新潟女子短期大学は女子の高等教育を目的として１９６３年に発足した。当初は被服と食物２つの専攻をもつ家政科単科短大であったが、その３年後に「幼児教育科」と「英文科」を増設している。１９８０年代後半に高まった４年制大学移行への要望に対して、設置者（新潟県知事）は、短期大学の社会的責任と役割はまだ必要とされているとして、短大としての機能を強化拡充する方針を定め、１９９３年に既存学科専攻の改編と定員増および学科新設を行なった。このとき新設されたのが｢国際教養学科｣（1学年定員100名）である。国際化が進展するなかで、新潟県の対岸諸国との交流に役立つ国際的な視野をもつ人材を育成するというのが、「国際教養学科」新設の目的であった。インターネットのホームページにある学長のメッセージには、次のように紹介されている。

「国際教養学科は、日本海をはさんで日本と向き合う韓国および朝鮮、広大な中国、そしてロシアの言語の習得と地域研究に重点を置きつつ、広く現代の国際関係を学ぶ学科です。」

国際教養学科が新設されて今年で10年目を迎える。この10年のあいだに女子の４年制大学志向はますます高まり、同時に企業の側でも４大卒業生を選別する傾向が明らかになって、近年では短期大学そのものの存続が危ぶまれるようになった。全国各地の短大があいついで４年制大学へと変換するなかで、新潟県もついに４年制大学変換を決定し、早ければ2008年には県立新潟大学(仮称)が開学されることになった。これから具体的なプランが検討されることになるが、国際教養学科という名称は消え、教育内容も大幅に変わることが決まっている。韓国語・ロシア語・中国語教育は存続するものの、専攻語学なのか第2外国語になるのかなど、具体的なことは未定である。

国際教養学科はまもなく短い歴史を終えることが決まったわけであるが、これから少なくとも5年間は現在の形での教育が続く。当然ながら、その間われわれ教員にはできうる限り最良の教育を学生たちに与える義務を負っているのである。

３．韓国語コース

先に引用した学長メッセージの中にある学科紹介の言葉は、次のように続いている。

「この学科は専攻する言語によって、ロシア語コース、中国語コース、韓国語コースの３コースに分かれています」

　学生たちはコースごとに受験して入学するのではなく、まず国際教養学科の学生として入学し、入学と同時に受験のさいに提出した志望に応じて約33名ずつ、3つのコースに振り分けられる。とはいえ入学式にはコースごとに名前が読み上げられ、卒業式にはコース代表がそれぞれ証書を受け取るうえに、1週間に7コマあるいは8コマの韓国関連科目をともに受講しているため、コースに対する学生たちの帰属意識はきわめて強い。それでは韓国語コースとはいかなるコースなのか。

３－１．韓国語コースの目的「交流とコミュニケーション」

新設のさいに新潟県の対岸諸国との交流に役立つ国際的人材の育成が目的としてかかげられ、そのための「専攻語学」科目が置かれた国際教養学科であるが、これまで10年間の卒業生の動向をみると、習得した語学を生かすような経済・文化交流にかかわる専門業種についたものはほとんどいない。なぜなら、そうした企業は専門性を求めて４年制大学に求人するのが一般的なうえ男子学生を好む傾向も根強く残っているからだ。本学の卒業生は地元の銀行や中小企業の事務・営業・販売業務に就職するケースが多いが、ここ数年来、企業からの求人がへるとともに４年制大学に編入する学生が増えてきた。韓国語コースでは現在のところ、5分の１程度の学生が4年制大学に進学しており
、そうした学生のなかには卒業後に韓国関連の職種につくものもいる
。とはいえ、学生の家庭の事情や、あるいは早く社会に出ることをよしとする新潟の気風などもあって、かならずしも成績上位者が編入を希望するというわけではなく、就職希望学生のほうが成績優秀であることもめずらしくない。

4年制への編入をめざす学生はともかく、語学学習が卒業後の進路と結びつかない就職希望の学生たちに対して、われわれ教員はどのような目的を提示できるだろうか。週に6コマ以上の語学関連授業は目的なしに受けるにはハードであり、場合によっては苦痛となる危険性もある。卒業後すぐに社会に出て韓国語とは無関係な職場で働く学生たちを、日々の学習にはげむようにさせるには具体的な目的が必要とされる。

韓国語コースでは、夏休み終盤に実施する韓国実地研修によって、学生たちに｢交流とコミュニケーション｣という目的を持たせるようにしている。学科新設の当初、実地研修は、それまで学んだ言語の実践を目的として2年次に実施していた。それを1年次前期にうつして、目的を学習モチベーション獲得としたところ、姉妹校である仁川専門大学日語科学生との交流の進展もあって、大きな成果をあげることができた。

実地研修は韓国の地理・歴史・文化の学習を目的に、まず地方の旧首都を見学してからソウルに上って仁川専門大学を公式訪問するが、形式的な交流ではなく、交流パーティ、スピーチ大会、日韓混成グループ見学など、学生たちが個人的に交流できる時間をたくさん取ってある。本学から本文する学生は1年生で受け入れる仁川の学生が2年生のため、韓国人学生の日本語能力の方がはるかに高く、コミュニケーションはどうしても日本語が主流となるのだが、コミュニケーションが成立するだけに交流に深みが生じ、本学の学生たちが受ける印象はいっそう強いようである。異文化を体験した学生たちは、そこで生きる人々との接触で好奇心を刺激されて、自分たちが日常としている日本文化を相対化するようになり、同時に、韓国語が学校で義務的に学ぶ科目ではなく、違う言葉をもつ人間同士のコミュニケーションの手段であることに気づくことになる。高校までの英語教育で落伍した覚えのある学生たち（韓国語コースにけっこう多い）にとって、これは「目からうろこ」経験である。「交流とコミュニケーション」の楽しさを知った学生の勉学意欲が高まることはいうまでもない。

交流はこちらから行くだけでは一方通行に終わることになる。韓国語コースでは毎年2週間、本学学生の家庭にホームスティをお願いして、仁川専門大学から3人の研修生を受け入れている
。そのほか年に一度、仁川専門大学の教員1名を招聘して特別講義を行なってもらい、教員の交流も行なっている。

姉妹校学生との交流によって現地に知り合いができた学生たちを力づけるのは、その後も韓国に行くのが決して難しくはないことである。新潟から韓国には短時間かつ比較的安価に行くことができるので、アルバイトで貯金して春休みと夏休みに語学研修を受けに行く学生が多い。中には2年後期から長期留学に行くものもある。本学には留学制度がないので、その場合は1年間休学しなければならず、また現地で取った単位もカウントされない。それにもかかわらず、毎年のように留学希望者がいる。2001～02年度には3名が休学して留学した。研修や留学に行かない学生たちも、こうした雰囲気に巻き込まれて韓国を身近に感じるし、最近さかんになった日韓の大衆文化交流も学生たちにはよい刺激となっている。学生時代に得た友人たちと卒業後も交友をつづけて、職場の休暇に韓国を訪れる卒業生もいる。彼女たちは学問や職業を通してではなく、別の次元で韓国・朝鮮とかかわっているといえよう。次世代まで視野に入れるなら、彼女たちは十分に新潟県と対岸諸国との草の根交流に役立つことになるはずである。

交流は語学学習における最高のモチベーションである。｢交流とコミュニケーション｣という目的は、韓国語コースの教育課程を遂行していく上で、現在の状況ではもっとも有効であるし、将来の4年制大学のおける教育課程においてもやはり有効性をもつと確信する。しかし、この「交流とコミュニケーション」という目的は教師が言葉で示すものではなく、学生が自ら体得するものである。われわれ教員は、姉妹校からの研修生受け入れ、教員招聘による特別講義、そして実地研修途中の姉妹校訪問時には学生同士の交流会やホームスティの下準備など、側面からの環境整備に力をそそいでいる。こうした活動がよりよい語学教育のための重要な要素だと考えるからである。

３－２．韓国語コースの科目

国際教養学科の現在のカリキュラムは＜表１＞の通りである。国際教養学科の科目は見てのとおり、｢国際研究｣｢環日本海地域研究｣｢専攻語学｣｢基礎教養｣の4つの群に分かれている。「言語の習得と地域研究に重点を置きつつ、広く現代の国際関係を学ぶ学科」という学長メッセージにしたがって図式化すれば、言語習得のための「専攻語学」科目と地域研究のための「環日本海地域研究」科目の上部に、国際関係を学ぶ「国際研究」科目があるという構造になり、「基礎教養」科目はこれら全体をささえている基盤と位置づけられる。

各語学コースの科目は｢専攻語学｣だけではなく、｢環日本海地域研究｣にもまたがっている。韓国語コースの場合なら、「朝鮮事情A･B」や「韓国実地研修」、「現代韓国研究」など、コースの学生に必修となっている科目もやはりコース科目である。外国語の学習とは語学のみでなく、その言語が使用されている地域の文化や歴史そして社会に関する知識も不可欠な一体であるからだ。先のカリキュラム表の中でゴシックにしてあるのが、韓国語コースの科目である。なお実地研修だけは選択科目であるが、韓国語コースでは例年、ほぼ全員の学生が参加し、前述したように「交流とコミュニケーション」という韓国語コースの目的獲得に大きな成果を上げている。

　韓国語コースの科目を表に整理すると＜表２＞のようになる。簡単な内容のほか、韓国語教育の目的を以下の3つにまとめ、各科目の目的とするものを分類して番号で示した
。

1 韓国語とハングルを通した表現と理解の能力(コミュニケーション)

2 韓国語に関する基本知識（文法・語彙・発音など）

3 韓国語で表現された文化および韓国語が話されている地域の歴史・文化・社会の理解

学生たちは1年次に基礎韓国語Ⅰ～Ⅵで韓国語の基礎を学び、同時に朝鮮事情Aと現代韓国研究によって韓国と北朝鮮の基本的な歴史と社会事情を理解する。そして2年次において、1年次に学んだ韓国語の知識を土台に上級韓国語Ⅰ～Ⅵでより高度な段階をめざし、朝鮮事情Bで文化と文学に触れることになる。

それでは次に、各科目で行なっている具体的な授業内容を見ていくことにする。

３－２－１．基礎韓国語

　

1年次の基礎韓国語Ⅰ～Ⅵの6つの科目は、3人の専任教員がそれぞれ2科目ずつ担当している。Ⅰ/Ⅱでは会話と文法を中心とした教科書を使用して文法理解とコミュニケーション能力養成をめざし、Ⅲ/Ⅳは文法教科書により文法能力の向上を主たる目的とし、Ⅴ/Ⅵでは、ネーティブ教員が韓国で作成された会話のための教科書を使って、日本語を使用しない教育による会話能力の強化をめざすほか、内容面では韓国の生活と文化を取り入れるようにしている。

Ⅰ/ⅡとⅢ/Ⅳではともに文法を学ぶが、学習する文法事項の順序がかなり違っている。これは使用している教科書の順序にしたがうためである。教員はそれゆえ、他のクラスで学生が学んだ項目をきちんと把握して授業を運営するよう留意している。Ⅰ/ⅡとⅢ/Ⅳで学ぶ内容の違いのうち一番大きいのは、Ⅰ/Ⅱでは最初から합니다体と해요体を学ぶのに対して、Ⅲ/Ⅳでは해요体が終わりころにしか出てこないことだ。Ⅲ/Ⅳの教科書はコミュニケーションよりは文法を重視しているためである。現実のコミュニケーションでは해요体が必要とされるし、Ⅰ/ⅡとⅤ/Ⅵでは最初から해요体を学んでいるので、Ⅲ/Ⅳでも합니다体に並行して해요体を学ばせることにしている。

以下において、Ⅰ/Ⅱ、Ⅲ/Ⅳ、Ⅴ/Ⅵの目標と学習内容および進度を個別的に提示する。

３－２－１－１．基礎韓国語Ⅰ/Ⅱ

韓国語をコミュニケーションの道具として使いこなす能力の養成を目標としている。野間秀樹著「至福の朝鮮語」をテキストに、韓国語に関する基本的な知識を習得しながら、同時にそれを使ってコミュニケートする能力を養う。ロールプレイを重視し、各課の文法と表現を学んだあとテキストの会話を完全に暗誦させるが、単なる言葉の暗記ではなく、セリフに感情移入して口に出せるまでの水準をめざす。必要に応じて小道具を準備し、アクションをともなって発話させる。

そのほかCALL教室の機能を利用してパソコンやインターネットを利用した学習をおこなっている。手書きだけでなくパソコンのキーボードで韓国語を打てるようにし、Eメールのやり取りもする。本学で開発した学習ソフト｢プロ･コリアン｣やその他インターネットのウェッブ学習サイトで自習できるよう指導する。後期には教科書についた漢字表を使って毎週１度小テストを行ない、日本語と共通する漢字語によって語彙を大幅にふやす。進度を＜表３＞に示す。
３－２－１－２．基礎韓国語Ⅲ/Ⅳ

　管野裕臣監修「朝鮮語を学ぼう」をテキストに、韓国語の基礎的な文法・発音能力を獲得し、応用力もやしなう。各課の文法事項を説明した後、丁寧に例文の発音練習をしながら、基本的な文型に習熟させる。また作文練習によって応用力を養うとともに語彙を増やす。12月までにはテキストを終了して、簡単な文章の講読を行なって、2年次の本格的な講読に備える。

　進度を＜表４＞に示す。

３－２－１－３．基礎韓国語Ⅴ/Ⅵ

ハングルという文字体系の理解を土台として、韓国語によるコミュニケーション能力のうち、特にスピーキングとリスニング能力の養成に比重をおきながら、リーディングとライティングの能力の基礎もかためる。韓国語を通した言語活動の向上のために、多様な視聴覚資料を利用する。また基本文型の正確な習得のためにドリルを重視する。韓国語の習得とともに自然に韓国文化にも接することのできる内容をふくんでいる。テキストは「韓国語初級１」（慶熙大学出版部）を使用。進度を＜表５＞で示す。

３－２－２．朝鮮事情A(歴史・風土)

大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国についてほとんど知らないまま入学して来る学生たちに、基本的な知識を習得させる。前期にまず朝鮮半島の自然および行政地理を学び、つぎに古代から現代までの歴史を概観する。高校で世界史を履修していない学生が多く、日本史も近代までやっていないことが多いので、日本とのかかわりを中心に説明している。解放後については、映画を教材にすることで生活・文化・政治を映像を通して総合的に理解させるよう努力している。なお、各回の内容を波田野のHPで公開している。

（http://www.nicol.ac.jp/~hatano/jugyou/jijouA.htm）

３－２－３．韓国実地研修

　1年生夏休みの終わり頃に実施する。朝鮮事情Ａで学んだ知識をすぐに現地で検証させるために旅程は韓国各地の文化遺跡の見学を中心に構成しているが、姉妹校である市立仁川専門大学との交流にも力を入れている。研修のうち、1日は仁川専門大学を公式訪問して、日語科学生との交流スピーチ大会を行なう。韓日3名ずつの学生代表が日本側は韓国語で、韓国語側は日本語でスピーチを行なうのである。その他に、学生同士の交流パーティや、仁川学生の家庭でのホームスティもある。

各地でグループによる自由見学の時間を充分にもりこみ、ソウルでは地下鉄を使って現地を自分の足で歩き回るように指導している。原則として、韓国語担当教員1名と国際教養学科の非語学系教員1名が引率する。具体的な研修日程と参加学生のレポートをHPで公開している。（http://www.nicol.ac.jp/~hatano/kentan-kankokugo/kensindex.html）

３－２－４．現代韓国研究

　大韓民国と北朝鮮・朝鮮民主主義人民共和国の現代社会について学ぶ。2002年度まで3年間を新潟国際情報大学の広瀬貞三教授（近代史専攻）に非常勤講師をお願いしてきたが、2003年度から北朝鮮の法律が専門である(財)環日本海経済研究所研究員三村光弘氏に交代する。現在朝鮮半島に存在する2つの体制の社会事情をわかりやすく紹介してほしいとお願いし、内容については専攻とのかかわりもあるので担当者に任せている。

３－２－５．上級韓国語

　2年次には、基礎韓国語Ⅰ～Ⅵで習得した知識を基礎にして、上級韓国語Ⅰ～Ⅵの科目を履修する。Ⅰ/Ⅱを山田が担当して講読を中心にした授業を行ない、Ⅲは波田野が聴解中心の授業を行なっている。Ⅳは日本語に堪能なネーティブが非常勤講師として韓国語作文を教え、Ⅴ/Ⅵは朴が会話の授業を行なっている。

以下において、それぞれの科目の目標と学習内容を個別的に提示する。
３－２－５－１．上級韓国語Ⅰ

文学作品を読むことで多様な語彙と文型を学ぶ。１年次に学習した文法事項の定着を図りながら、より高度な文法を理解することを目的とする。後期には翻訳を行って日本語表現についても学んでいる。クラスを４グループに分けて１グループ約８人全員に同じ範囲を担当させて授業で発表させ、１回の授業で２つのグループが発表しながら、ひとつの小説を最後まで読み進む。各学生は他の学生の訳を参考にして自分なりの翻訳を完成させ、これに家族や友人などからの感想を添えて提出する。読み手を想定することにより翻訳作業に目的を与え、日本語表現に神経を使わせることが狙いである。

2002年度後期は朴婉緒「冬の外出」を教材にした。

３－２－５－２．上級韓国語Ⅱ

時事的な文章を読む。説明文や論説文を一読して大意が読み取れるようにすることを目指している。そのために 短い文章を辞書なしで読ませ、細かな語彙にこだわることなく全体の意味を解釈させる。そのさい、解釈の上でカギとなりそうな表現を見つけさせたり、意味の通じない箇所にはヒントを与えたりしながら最後まで読ませる。大意が掴めたところで一文ずつチェックし、最後に重要な文型を取り出して応用練習を行う。新聞や雑誌の時事的な文章を教材として用いている。

３－２－５－３．上級韓国語Ⅲ

　聴解力の養成をめざすクラスである。映画を教材に使うことにより、韓国の文化を視覚的に理解することも目的としている。CALL教室の機能を生かしながら、音声と直接対峙させ、映像を利用して音声がもつ意味を解き明かしつつ、韓国語の口語表現に慣れさせる。2002年度は前期に｢リメンバー・ミー（同感）｣、後期に「祝祭」を教材とした。教材の用い方についてさまざまな実験も試みている
。

３－２－５－４．上級韓国語Ⅳ
　日本語に堪能なネーティブ非常勤講師による韓国語作文の授業である。学生たちが基礎韓国語Ⅰ～Ⅵで得てきた文法知識を応用して自分の表現したいことを韓国語で書き表すストラテジー能力の養成をめざす。韓国語と日本語の表現の差を契機にして文化の差にも注目させる。

３－２－５－５．上級韓国語Ⅴ/Ⅵ

１年次の基礎韓国語で習得した基本的な韓国語能力を土台として、日常生活で使用される頻度の高い、より自然な韓国語を学習する。スピーキング能力とリスニング能力の向上に比重をおき、あわせてリーディングとライティング能力も伸ばすようにする。視聴覚資料を充分に活用し、実際的な韓国語会話を構成する。基本文型の正確な活用のためのドリルを重視する。また韓国の時事および歴史と文化に関する多様な資料を通して，韓国の昨日と今日を理解させる。テキストは慶熙大学出版部「韓国語初級２」を使用している。

　進度を＜表６＞に示す。

３－２－６．朝鮮事情Ｂ(文化)

 朝鮮文化の様々な形式に触れ、理解と関心を高めることを目的とする。 朝鮮の文化についてのキーワード、或いは歴史ではあまり触れられていない人物を取り上げて学習し、またそれに関連する言語作品を鑑賞することによって生活相や人々の意識構造についての理解を深める。毎時間プリントを配布するほか、ビデオも使用する。

４．検定試験と学生の到達度

　学生の到達度の目安として、検定試験は非常に有用である。最近では、外国語検定試験を受けて合格した学生に、該当語学科目の単位を認定する大学がふえている
。県立新潟女子短期大学にはその制度はないが、学生たちには学習モチベーションとしてまた就職の際の資格として、積極的に受験するよう勧めている。日本には現在のところ韓国語の検定試験として韓国語能力試験とハングル能力検定の2つがある。そこで、この2つの検定試験について簡単に説明し、本学韓国語コースの学生たちの語学能力がどれほどの水準に到達しているかの目安となる合格状況についても述べておく。

　韓国語能力試験とハングル能力検定の違いを分かりやすく示したのが＜表7＞である。2つの試験はともに韓国語能力の測定を目的としているが、いくつかの点で違いがある。まず、韓国語能力試験は大韓民国教育部が認定する試験であり、全世界の韓国語学習者を対象として韓国企業への就職や大学への入学の便宜のための基準を提供するのに対し、ハングル能力検定は日本の韓国語学習者を対象としてその学習意欲を鼓舞することをめざす試験である。そのためにハングル能力検定では南北どちらの正書法も正答と認め、2級以上の長文問題については北朝鮮の文献からも出題しているが、韓国語能力試験では、韓国の正書法を出題および採点基準にしている。

　つぎに両試験の等級と評価基準を見ると、韓国語能力試験の評価基準(試案)
は１級から6級までの等級ごとに「語彙/文法、書く、聞く、読む」の領域別の評価基準があり、級別に総括評価内容をまず示してから、領域ごとに素材、機能、テキスト類型を中心にして評価内容を提示している。

一方、ハングル検定試験は、日本語との違いに基づく難易度を基準として韓国語を学び始めた初歩段階（5級）から上級（1級）まで7段階に能力を評価している。評価領域は「読む、書く、聞く、話す」の4種類の機能に関する正確な評価を行なうため、各級別に1．水準と合格基準、2．発音、文字、正書法、3．語彙、4．文法事項、5．聞く、話す能力に分けての出題基準を提示している。

このように、現在の日本にはいくつかの違いを持つ2つの検定試験がある。本学の韓国語コースの場合を見ると、留学を考えている学生を別にして、一般の学生たちはハングル検定を受験する方を好む傾向がある。理由はきわめて即物的である。まず、ハングル検定では等級の順序が日本の検定試験と同じであるが、韓国語能力試験は最上級が6級、最下級が1級になっていることが一つの理由である。これは、韓国語能力試験の等級が、韓国本国の語学研修施設と同じ設定にしてあるからだが、最上級を1級とする英検などの日本の検定試験に慣れた学生たちには、この等級に違和感があるらしい。就職志望学生の場合、履歴書に「韓国語能力試験１級取得」と書くと企業側に過大評価させてしまいそうで困るというのである。つぎに、試験実施時期の問題がある。韓国語能力試験の実施（9月中旬）は本学の前期試験（9月下旬）の直前にあたるために、試験準備にいそがしい本学の学生には受験は難しい。こうしたわけで本学の学生の場合はほとんどハングル検定を受けるので、昨年から本学をハングル検定の試験会場に提供している。2002年度秋季の第19回試験には、29名の学生が2級から5級に挑戦した。（級による重複あり）その結果を＜表8＞に示す。
4級と5級を受検したのは主に1年生であるが、1名をのぞいて全員合格した。なお2年生の中には前回の春季試験ですでに数名が3級に合格している。また、今回準2級に合格した3名のうち2名は韓国に留学したことがある学生であったが、1名は留学経験のない学生であった。以上および過去における受験結果を参考にして考えると、本学韓国語コースでは1年生の課程を終えた学生のハングル能力検定水準はおよそ4級から3級程度、2年生の課程を終えた学生は3級から準2級程度ということができる。ちなみに2002年春季の全受験者4015名のうち準2級の受験者は585名で、合格率は28.5パーセント156名だった。1級合格者が1名、準1級合格者は4名、2級合格者は16名にすぎないことを考えると、準2級は非常に高い水準ということができる。
５．おわりに

考えてみると国際教養学科は不思議な学科である。ロシア・中国・韓国の地域言語について全国でもめずらしい本格的な語学教育をほどこしておきながら、そこで学業は終わってしまう。本来ならば習得した語学を土台にしてこの後に専門領域の勉強が続くところなのに、それがないのである。もちろん2年次までとはいえ国際研究分野の講義はさまざま用意されているが、時間の制約上、地域言語を習得したうえでの本格的な研究まではいたらないのが実情である。これだけの水準の語学教育を受けることができる場所は日本でもまれであるから、この語学教育のうえに専門的な教育が積み重なっていれば、卒業後の就職に有利なことは明らかである。就職戦線での男子偏重をも考慮に入れるなら共学であったなら男子学生はさらに有利だったことだろう。韓国語コースの場合、このように高水準の語学教育を受けた学生たちが､他の４年制大学に編入する以外にその能力を発揮する場を与えられなかったのいうのが、この10年間の現実であったし、これから5年間の現実になると思われる。とはいえ、これまで述べてきたように、｢交流とコミュニケーション｣を目的とした韓国語コースの教育課程は、与えられた条件の中で最高の成果をあげてきたと自負している。

平成5年、国際化の流れの中で新潟県は国際教養学科を新設した。その後、国際化の流れはますます強まる一方である。日本海に面する新潟県にとって対岸諸国との交流は避けて通ることのできない未来への試金石の一つである。この10年間（プラスこれからの5年間）に蓄積した対岸諸国の言語教育と交流のノウハウを4年制大学での教育において役立てること、それが県立新潟女子短期大学での韓国語教育に関わっている私たち教員の強い願いである。
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� 本稿は2003年度県立新潟女子大学紀要第40号に掲載したものである。


� 県立新潟女子短期大学では「韓国語」という名称を使用しているが、これは現在大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国の両方で話されている言語全体を指している。同様に、｢現代韓国研究｣も朝鮮半島の2つの体制における現代社会を対象とした科目である。「朝鮮事情A・B」の場合は、現代だけでなく古代からの朝鮮半島の歴史と文化を学ぶことを強調する意味で「朝鮮」の名称になっている。





� 受験先として韓国語を受験科目にした韓国関連教育課程のある大学が一般的で、これまでの編入学先は、東京外国語大学、大阪外国語大学、新潟大学、富山大学、埼玉大学などである。


� 大学院に進学したものもいる。たとえば東京外国語大学、大阪外国語大学、新潟大学、延世大学など。


� 日本の家庭はホームスティに消極的なため、受け入れ先には常に苦労している。今年度はついに学校近くの下宿を利用するはめになった。予算措置や受入施設整備がない、善意をあてにした国際交流には限度があることを痛感した。





�　語学教育の目的に関しては日本の中・高等学校の英語の指導要領および韓国における国語指導要領を参考にした。


�「語学教材としての韓国映画とその利用例」、波田野節子、新潟大学言語文化研究第４号pp.131-144、1998


� たとえば新潟大学の場合、韓国語能力試験の場合は1級取得者に2単位、2級取得者に6単位、3級以上は8単位を認定し、ハングル検定の場合は4級取得者に2単位、3級取得者に6単位、準2級以上に8単位を認定している。


� 本稿では、現行韓国語能力試験の問題点修正のための試案「韓国語能力試験の評価基準開発研究」（김왕규 外、教育人的資源部韓国教育課程評価院、2001）を参考にした。


� ｢ハングル学習の手引き｣、ハングル能力検定協会、2002


　ハングル能力検定協会ＨＰ(http://www.hangul.or.jp)参照





PAGE  
11

